広島ソーシャルキッチン」収益計画および資金計画（想定）
1. 主力メニューと想定原価率
· 主力メニュー： 「広島県産 規格外レモン香る 塩麹からあげ」 
· 強み： 老若男女に人気の定番メニューであり、安定した売上が見込める。調理師の技術で高品質な味を保証。
· 収益性： 一般的な唐揚げの原価率は25%～30%と低く、高い利益率を確保しやすい 。規格外レモンの活用は、物語性を生むだけでなく、原価管理にも寄与する。
· サイドメニューによる客単価向上戦略： 
· セット販売用の「ご飯」や、利益率の高い「ドリンク」を組み合わせ、客単価の向上を図る。
2. 売上計画（月間シミュレーション）
· 稼働日数： 月22日（平日14日、土日8日）と想定
· 売上構成： 
· 平日（オフィス街・大学）： ランチ需要をターゲット。提供スピードを重視。 
· 客単価：800円 × 想定客数：40人/日 = 32,000円/日
· 週末（イベント・商業施設）： ファミリー・若者層をターゲット。楽しさを演出。 
· 客単価：700円 × 想定客数：80人/日 = 56,000円/日
· 月間売上高（想定） 
· (平日 32,000円 × 14日) + (週末 56,000円 × 8日) = 448,000円 + 448,000円 = 月商 896,000円
3. 経費計画（月間シミュレーション）
	費目
	金額（円）
	算出根拠

	変動費
	
	

	├ 原材料費
	268,800
	売上の30%と想定 。

	├ 出店料
	107,520
	売上の12%と想定（固定・歩合含む平均） 。

	固定費
	
	

	├ 車両関連費
	30,000
	駐車場代、ガソリン代、保険料など。

	├ 人件費
	250,000
	実行責任者1名の給与。

	├ その他経費
	30,000
	通信費、消耗品費、プロパンガス代など。

	経費合計
	686,320
	




4. 収益性分析と投資回収計画
· 月間営業利益（想定）
· 売上高 896,000円 - 経費合計 686,320円 = 209,680円
· 年間営業利益（想定） 
· 209,680円 × 12ヶ月 = 2,516,160円
· 投資回収シミュレーション（簡易）
· 出資依頼額：3,000,000円
· 回収期間の目安： 3,000,000円 ÷ 年間営業利益 2,516,160円 ≒ 約1.2年
· 結論： 本事業は、初年度から安定した利益を生み出し、約1年強で初期投資額に匹敵する利益を創出するポテンシャルを持つ、極めて収益性の高い計画です。

【クリエイターへの補足】 これらの資料は、あくまで骨子と数値の根拠です。これらの情報を基に、お兄様の心に響くような構成、グラフや図を用いた視覚的に分かりやすいデザイン、そして説得力のある言葉選びで、最高のプレゼン資料に仕上げていただきたいです。

